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第６次横須賀市男女共同参画プラン 指標・数値目標結果一覧 

 指標 プラン策定時 現時点 
目標値 

（令和８年度） 

施策の方向性１ ジェンダー平等推進と多様な性の尊重に関する理解促進・意識づくり 

１ 
「ジェンダー」という言葉の認知度 

（言葉の意味も含めて知っている人の割合） 

６３．０％ 

（令和３年度アンケート調査） 

６８．８％ 

（令和7年度アンケート調査） 
７０％ 

施策の方向性２ 性的マイノリティ（LGBTQ+）への支援 

２ 
「アウティング」という言葉の認知度 

（言葉の意味も含めて知っている人の割合） 
― 

１３．５％ 

（令和7年度アンケート調査） 
７０％ 

３ 
パートナーシップ宣誓証明制度の認知度 

（言葉の意味も含めて知っている人の割合） 

３８．１％ 

（令和３年度アンケート調査） 

２９．５％ 

（令和7年度アンケート調査） 
７０％ 

４ よこすかLGBTs相談の認知度 ― 
２９．４％ ※ 

（令和7年度アンケート調査） 
７０％ 

施策の方向性３ 女性の活躍推進・参画促進 

５ 
社会全体で男女の地位が平等になっていると

思う人の割合 

３６．１％ 

（令和３年度アンケート調査） 

１４．３％ 

（令和7年度アンケート調査） 
５０％ 

 

【令和７年度 横須賀市男女共同参画と多様な性についてのアンケート調査での設問文・選択肢】 

 問２ あなたは、次の各分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。 
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124 367 102 48 16 56 

17.4% 51.5% 14.3% 6.7% 2.2% 7.9% 

 

資料１―１ 

男女共同参画及び多様な 

性の尊重に関する審議会 

令和８年１月 30 日 

※内容も含めて知っ

ている＋聞いたこと

はある人の合計 
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【令和３年度 横須賀市男女共同参画と多様な性についてのアンケート調査での設問文・選択肢】 

問２：わが国では、以下の各場面で、男女は対等に活躍している、あるいは男女共同参画が進んでいると 

思いますか。 

     ①社会全般の風潮 

選択肢 割合 

そう思う 6.1% 
36.1% 

どちらかといえばそう思う 30.0% 

どちらかといえばそう思わない 45.3% 
63.9% 

そう思わない 18.6% 

 

 【参考】令和６年度実施 内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」 

 
 

６ 
市役所における女性管理職（課長級以上）の

割合 

９．４％ 

（令和４年４月） 

１１．３％ 

（令和７年４月） 
２０％ 

７ 市の審議会等委員に占める女性の割合 
２８.９％ 

（令和４年８月） 

３０．７％ 

（令和６年８月） 
４０％ 

施策の方向性４ ワーク・ライフ・バランス等の推進 

８ 市の男性育児休業取得率割合 
３７．１％ 

（令和３年度） 

８４.２％ 

（令和６年度） 
１００％ 



3 

 

９ 市職員の有給休暇取得日数 
１４．３日 

（令和３年度） 

１５.６日 

（令和６年度） 
１５日 

施策の方向性５ 子育て・介護の環境整備 

１０ 保育所等利用待機児童数 
９人 

（令和４年４月） 

３人 

（令和７年４月） 
０人 

施策の方向性６ 健康支援の推進 

１１ 

女性特有のがん検診の受診率 

・（20 歳以上の女性）子宮がん（子宮頸がん）検診 

・（40 歳以上の女性）乳がん検診 

― 

令和7年度アンケート調査 

子宮がん検診 

（20歳以上の女性） 

５８．５％ ５０％ 

乳がん検診 

（40歳以上の女性） 

５９．６％ 

施策の方向性７ 様々な困難を抱える人への支援 

１２ 
デュオよこすか「女性のための相談室」を 

知っている人の割合 
― ２６．９％ ※ ７０％ 

施策の方向性８ ジェンダーに基づく暴力の予防と根絶 

１３ 
デートＤＶ・ＤＶに関して相談できる機関を

知っている人の割合 

８９.７％ 

（令和３年度アンケート調査） 
８８.５％ １００％ 

 

※内容も含めて知っ

ている＋聞いたこと

はある人の合計 


